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「分子細胞発生学実験」

良かった点 改善するべき点

担当教官のコメント

・ちゃんと原理とか説明してくれたし、質問に丁寧に答え

てくれた。

・初めてやることが多くて少し戸惑ったが、卒研やその後

の研究に役立つ知識や技術が身につくと思う。

・前半の実験について：もっと詳しく実験の目的や方法に

ついて言及してほしかった。また初めて使う機械に関す

る説明もほとんどなく、最初戸惑ってしまった。

・手際が悪いときがあった。TAが実験方法がわかっていなかっ

たりしたこと。

・前半について。実験に対する説明が少なすぎた気がした。

自分がどんな実験をしているのかがあまりイメージでき

なかった。

・班員がまったく実験をやっていなかったむしろほとんど

いなかった。

・どこまで準備してあり、どこから実際に作業するのかが、

分かりにくかった。

良い 普通 良くない

6 04

興味深さ

良い 普通 良くない

3 34

分かり易さ

良い 普通 良くない

4 24

話し方・速度

良い 普通 良くない

4 06

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

6 04

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

4 06

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

5 05

あなた自身の
満足度


